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東
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カ
レ
ン
ダ
ー 
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令和8年4月15日 

(水曜日) 

裏面もご覧ください 

   佐藤 郁 さん 作 

 

15
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

20
日
（
月
）
自
治
連
合
会
総
会 

 
 
 
 
 

ひ
な
た
カ
フ
ェ 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

23
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

          

東
谷
地
区
社
協
総
会 

26
日
（
日
）
東
谷
地
区 

 
 
 
 
 
 
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

27
日
（
月
）
稲
穂
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

1
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

 
 
 
 
 

野
焼
き
委
員
会
総
会 

 
 
 
 
 

平
尾
台
観
光
協
会
総
会 

2
日
（
土
）
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

9
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

11
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

13
日
（
水
）
市
丸
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

 
 
 
 
 

サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

4
月 

5
月 

4
月
の
絵
手
紙 

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

4
月
24
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

 

昨
年
４
月
、
こ
こ
東
谷
に

赴
任
し
て
き
て
、
あ
っ
と
い

う
間
の
一
年
間
で
し
た
。
皆

さ
ん
と
お
会
い
す
る
度
に
、

「
あ
あ
、
東
谷
に
来
て
本
当

に
良
か
っ
た
な
」
と
心
か
ら

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の

３
月
末
で
東
谷
を
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

４
月
か
ら
は
、
市
の
政
策

局
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
北

九
州
市
の
政
策
連
携
団
体

「
ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
団
体

に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
初
め
て
聞
い
た
と
き

は
、
「
た
っ
た
一
年
で
」
と

驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
も
役
所
勤
め
の
宿

命
と
自
分
を
納
得
さ
せ
ま
し

た
。 

 

東
谷
で
の
一
年
間
は
、
本

当
に
毎
日
が
発
見
と
感
動
の

連
続
で
し
た
。 

 

ま
ず
、
こ
の
豊
か
な
自

然
、
平
尾
台
の
雄
大
さ
、
空

気
の
清
涼
感
、
ど
れ
も
が
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
東
谷
の
皆

さ
ん
の
温
か
さ
、
優
し
さ
に

は
、
も
う
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

平
尾
台
観
光
ま
つ
り
、
平
尾

台
の
野
焼
き
な
ど
、
地
区
の

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
準

備
し
、
楽
し
ん
で
い
る
姿
を

拝
見
す
る
た
び
に
、
こ
の
地

域
の
絆
の
強
さ
、
そ
し
て
活

気
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
特

に
行
事
の
後
に
行
わ
れ
る

「
反
省
会
」
で
は
、
会
議
も

そ
こ
そ
こ
に
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
が
で

き
て
本
当
に
楽
し
い
思
い
出

ば
か
り
で
す
。 

 

一
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
東
谷
で
の
経
験

は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
東
谷
を
離
れ
る
の
は
寂

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
胸
に
、
新
し
い
職
場
で
も

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
い

つ
か
ま
た
、
ど
こ
か
で
皆
さ

ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東

谷
地
区
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
、
皆
さ
ん
の
ご
健
康
、

そ
し
て
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

４
月
26
日(

日
）
９
時 

井手浦町内会 
前会長 

篠原 哲雄 

東谷出張所 
前所長 

松下 修祐 

小森町内会 
前会長 

高住 一夫 

小
森
町
内
会
長
と
し
て
３

期
６
年
を
務
め
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
２

年
に
町
内
会
長
を
引
き
受
け

ま
し
た
が
、
そ
の
年
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」
が

流

行

し

始

め

ま

し

た
。
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス
」
号
で
国
内
初
の

集
団
感
染
、
そ
の
後
、
感
染

者
が
増
え
始
め
一
気
に
警
戒

感
が
高
ま
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
当
時
の
安
部
首
相
よ
り

発
令
さ
れ
ま
し
た
。 

感
染
を
阻
止
す
る
た
め
、

町
内
で
も
総
会
は
書
面
決
議

と
な
り
、
す
べ
て
の
行
事
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
東
谷
で
は
、
当
時
の
自

治
連
合
会
会
長
の
内
尾
さ
ん

が
動
い
て
く
れ
、
い
ち
早
く

令
和
３
年
６
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
を

実
施
し
ま
し
た
。
各
町
内
の

希
望
者
を
集
計
し
、
皆
様
の

取
り
ま
と
め
し
た
事
が
つ
い

こ
の
間
の
こ
と
の
様
に
思
い

浮
か
び
ま
す
。 

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
も
少
し

ず
つ
終
息
に
向
か
い
平
常
通

り
の
行
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
３
期
目
の
２
年
間

は
、
東
谷
地
区
連
合
会
副
会

長
と
し
て
皆
様
に
指
導
頂
き

な
が
ら
色
々
な
行
事
に
参
加

し
、
「
大
変
だ
な
ァ
」
と
思

う
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
無
事
に
任
期
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
良
い

経
験
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
東
谷
地
区
役
員
、

市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
の
皆

様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
東
谷
地

区
が
よ
り
一
層
魅
力
あ
る
地

域
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 

 このたび、3年半務めてまいりまし

た町内会長を任期満了により退任いた

します。 

 これに伴い、東谷地区まちづくり協

議会総会、平尾台観光協会総会をもっ

て、副会長も退任となります。      

 在任中は、平尾台観光祭、文化祭、

東谷フェスティバル、野焼きなど、地

域の多くの行事に携わらせていただき

ました。分からないことだらけで右往

左往しながらも、各団体役員の皆様をはじめ、理

事・委員の皆様、そして地域の皆様のお力添えによ

り、無事に大過なく務めを終えることができたと思

います。心より御礼申し上げます。 

 市民センターの館長さんや職員の皆さんには、行

事の段取りや日々の相談など、本当に多くの場面で

助けていただきました。ありがとうございました。 

 また、会議や研修会などを通じて、これまで気に

留めていなかった地域の課題や、これからさらに深

刻になりそうな問題にも目を向けるようになりまし

た。退任後は一住民として、微力ながら東谷地区の

お役に立てればと考えております。 

 本当にお世話になりました。これからもよろしく

お願い致します。 

大
変
お
世
話
に 

 
 
 

な
り
ま
し
た 

4/6 

武
者
人
形
の
パ
ネ
ル
が 

 
 
 
 
 

飾
ら
れ
ま
し
た 
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表面もご覧ください 

  2 0 2 6 年 4 月 1 5 日 （ 水 曜 日 ） 第 0 2 4 5 号 

新道寺南町内会 
前会長 

山下 次信 

 

こんにちは、健康づくり部会長の神囿です。

健康づくり部会では、日頃から皆さまにお世話に

なっております。 

令和8年度も始まり、東谷の皆さまのお役に立

てる様に、色々と企画を考え楽しめる内容にして

いきたいと思っております。 

さて、最近は、良く耳にする言葉がありま

す。それは、『フレイル予防』と言う言葉です。

フレイルとは、年齢とともに心身の活力が低下

し、要介護状態になりやすい状態を指します。フ

健康づくり部会 
部会長 

神囿 まゆ美 

レイルは、適切な対策を取ることで、進行を遅らせたり、健康な

状態に戻したりすることが可能です。 

 ①動く(身体活動) 

  ウォーキング、スクワット、かかと上げなど筋力アップに取  

  り組む 

 ②食べる(正しい食生活) 

  1日3食バランス良く色々なものを食べる。 

  肉、魚、卵、牛乳、大豆製品など、タンパク質を毎食取る。 

 ③繋がる(社会参加) 

  地域のサロンや市民センター講座などに参加する。 

  家族や地域の中で、自分に出来る役割を見つける。 

健康づくり部会では、いつもこの事を頭に入れながら企画を立

て、皆様と繋がり、健康長寿を目指していきたいと考えておりま

す。 

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

        ３月２６日、東谷歴史講座企救一揆第五回目を行いました。五回に

わたって行ってきた「企救一揆」の詠みあわせも最終回です。今回は

九右衛門さんが収監された日田で発生した日田天領一揆に巻き込ま

れ一揆勢の豆田牢襲撃で図らずも出獄しましたが、九右衛門さんら

は自ら自訴して出頭し再び収監され裁きを受けました。明治4年３月

９日、裁主0により裁きが下されました。池田治平さんら４人は懲役１

０年（刑期については移設あり）、一揆の統率者だった原口九右衛門

さんは死罪（絞首刑）と厳しい判決でした。そして即日、浄明寺川河原

の刑場で執行されました。厳しい判決を出さざるを得なかった裁主

でしたが、特別の恩情として形見の手作りの煙草入れと人形が遺族

に渡され、九右衛門さんの亡骸も東谷の村民に引き渡されました。そ

の後、７回忌に村民による供養祭が行われました。お墓は現在の石原

町の自宅にあります。その後、９０年祭が法円寺で行われ、１００回忌

の昭和４６年に溝口連氏による「企救一揆」が発行され、その後東谷

興農会の敷地内に立派な顕彰碑が建てられ、近年は毎年、供養祭が

行われております。今年は２月２５日に１５６回忌が開催されました。 

九右衛門さの遺品の煙草入れ です 

九
右
衛
門
さ
ん
の
お
墓
で
す 

 

「
世
の
中
は
白
と
黒
ば
か
り

で
は
な
い
。
敵
と
味
方
ば
か
り

で
も
な
い
。
真
ん
中
に
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
そ
こ
が
一
番

広
い
。
こ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

味
方
に
付
け
な
け
れ
ば
決
し
て

天
下
は
取
れ
な
い
の
だ
」
と
田

中
角
栄
が
残
し
た
言
葉
は
、

今
、
現
代
人
の
心
に
響
く
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
東
谷
地
区
に

お
け
る
過
疎
化
の
問
題
を
町
内

会
長
に
な
っ
て
か
ら
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身

が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
だ
か
ら

こ
そ
、
皆
さ
ん
も
一
人
一
人
が

思
い
考
え
る
こ
と
は
違
っ
て

も
、
東
谷
地
区
を
愛
す
る
気
持

ち
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
い

方
々
の
お
店
や
、
人
を
惹
き
つ

け
る
イ
ベ
ン
ト
等
と
、
お
声
を

頂
く
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
諸
先
輩
方
に
導
か
れ
な
が

ら
、
若
い
方
々
の
声
を
「
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
東
谷
地

区
、
ま
た
北
九
州
市
小
倉
南
区

の
平
尾
台
や
地
域
発
展
に
繋
が

る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
東
谷

地
区
の
方
々
は
気
さ
く
で
明
る

く
、
思
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り

と
言
う
方
ば
か
り
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
若
い
方
の
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
声
を
聞
い
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

東
谷
地
区
糸
島
計
画
と
、
初

め
に
町
内
会
長
挨
拶
に
て
記
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
時
、
い
ろ

い
ろ
な
方
か
ら
電
話
や
お
声
を

頂
き
ま
し
た
。
今
、
若
い
私
が

思
う
こ
と
、
そ
れ
は
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
声
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
若
い

方
々
が
住
み
や
す
い
、
素
敵
な

東
谷
地
区
に
な
る
こ
と
を
念
じ

て
、
町
内
会
長
退
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。 

日田豆田牢跡です 

現在資材置き場になっています  
浄明寺川河原の刑場跡です 

１位 村上 久則 様（木下町内） 

２位 下條 光次 様（市丸町内） 

３位 大畠 和美 様（呼野町内） 

 おめでとうございます 

 3月23日(月)、東谷興農会グラウンドにてまち協カップ「グラウンドゴ

ルフ大会」が開催されました。当日は晴天に恵まれ、地域の方50余名

が集まり、交流を深めながらグラウンドゴルフを楽しみました。前日の雨

の影響で、グランドが少し湿気を帯び、球の転がりが悪く、皆さん、いつ

もより打数も多くなったようです。結果は以下の通りです。 

吉越さん 

津村さん 

三世代交流『風船バレー』 高齢者サロン 

 3月28日(土)、興農会体育館で風船

バレーを通して交流を行いました。各

町内からの参加の方やウェルクラブの

会員、市丸学童クラブ、新道寺放課後

児童クラブの児童も参加して、トーナ

メント方式で対戦しました。 

東谷市民センターに新任の

職員2名、吉越一弘さんと津

村千春さんが新しく加わりま

した。 

地域の皆さま、よろしくお願

いいたします。 

初めてさんもお気軽にご参加
下さい。道具はお貸しします
ので手ぶらでどうぞ。 

東谷地区まちづくり協議会 
     健康づくり部会 絵手紙部 

１位 紫水町内 Hチーム 

２位 新道寺放課後児童クラブ Kチーム 

３位 市丸学童保育クラブ Jチーム 

    新道寺放課後児童クラブ Lチーム 

子ども達が大健闘！ 


